
 

 

 

 

 

 

 

プログラム内容                                     

 開校式・オリエンテーション  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学び舎ひまわり」は、平成 25年度に髙森名誉校長を中心に進めて

いる協働による地域づくりを増々進めていくことを目的に始まりまし

た。 

高齢化社会になり、今後増々見守り・支えあいが重要になります。

そのような中で各自治会の皆さんの活動は非常に大切なことだと思っ

ています。私たち連合でも「協働による地域づくり推進協議会」を年

４回開いて、各団体の代表に出席していただき、情報共有やつながり

づくりを進めています。高齢化が進み、担い手が不足する中で、自分

の役職だけに従事するのではでなく、連携していく必要があります。

地域や行政、社会福祉協議会と協働しながら「ふるさと港南」を作っ

ていきたいと思っています。 

学び舎を受講するにあたり、私から一つお願いがあります。学び舎

には多くの出会い・感動があります。学び舎ひまわりを通じて多くの

感動や自分が成長できる出会いになってほしいと思います。12 月まで

の長丁場になりますが、是非有意義な時間にしてください。 

日 時 平成 2９年 ８月 2７日（日） 13：３0～1６：３0 

会 場 区役所６階 ６01･６02 会議室 

受講生 ４０名（地域 24 名 区役所１４名 ケアプラザ２名）  

藤田校長あいさつ 

「学び舎ひまわり」に参加された一人ひとりが地域を良くしたいとい

う前向きな考えをお持ちの方々だと思います。是非地域のために楽しく

学んでいっていただきたいと思います。 

高齢化社会の中で大災害に備えて、日本のおかれている現状を考えて

みますと、今後より一層自治会町内会の活動が基本になってきます。 

連合でなければ出来ないこともありますが、地域が助け合うことが大

切です。地域でできることはまず自分たちで協力してやり、行政は地域

のパートナーとして一緒に取り組んでもらいたいと思います。 

地域の委嘱委員などになるには地域の推薦が必要ですが、区役所所管

課と結びつきが強く、推薦母体の地域への還元が途絶えていた状況が 

ありました。 

震災が起こった時、自助共助を担う自治会町内会の動きが最も大切 

です。自治会町内会を中心に、委嘱委員の皆さんも力を合わせて活動を

することになります。安否確認などの初期の対応から自治会町内会の 

皆さんが力を合わせなければ命は救えません。 

そのためには地域全体が連携をしながら活動していく必要がありま

す。それがまさに「協働による地域づくり」の原点です。 

「学び舎ひまわり」を受講されたみなさんには期間中多くのことを 

学び、地域で実践していっていただきたいと思います。 

髙森名誉校長あいさつ 



オリエンテーション「学び舎ひまわり」とは？ 

パネラー  小後摩氏・飯島氏（卒業生代表）内海氏（講師）長尾（事務局） 

講座の全体像をつかんでいただくために、講座の目的と内容紹介、及び卒業生から学び舎ひまわり 

での体験談や感想、今年の受講生に向けたメッセージについてお話しいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内海宏氏 講義「港南区の地形的、歴史的成り立ち、まちのでき方について」 

  

 

 

 

 

 

 

                  

まち歩きにむけての準備 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

港南区を東西南北で分けた４グループで大きな地図を囲みながら「自宅」「お気に入り、おすすめのスポット」 

「問題のあるスポット」にシールを貼り、第二講のまち歩きに向けてルートを話し合いました。 

小後摩 和雄 氏（３期卒業生） 

実際に活躍している人たちを見て、色んな人の話を聞くことは、

貴重な体験でした。事例見学で訪問をした地域の会長とは、今も

連絡を取って、活動内容について聞いたりしています。マイプラ

ンは人によって様々だと思います。すぐには実現しないかもしれ

ませんが、地域に仲間を広げて実現して欲しいと思います。そし

て是非皆さんが中心となって活躍していって下さい。 

 
飯島 よし江 氏（４期卒業生） 

最初の受講の時には「どうなってしまうのかしら」と思ってい

ましたが、今思えば全部よかったです。去年訪れた上大岡地区の

イベントは、中学生も主催者側として参加をしている等、子ども

から高齢の方まで巻き込んで行っていました。私も何かできれば

いいなと思いながら見学をしたことを覚えています。 

プランを立てて、楽しみながら、仲間作りをしていって欲しい

と思います。 

地形や歴史的な成り立ち、市街化が

まちづくりに大きな影響を及ぼし

ています。また、地域の中にある『プ

ラスの要素』『マイナスの要素』を

いかに見つけ、それを考慮しながら

活動を進めていくかがカギになり

ます。 



 

学びのまとめ 集計結果                                    

回答数 37 件 回収率 92.5％ 

 

 

 

 

 

 

受講生の声（抜粋） 

◎校長、名誉校長のあいさつが印象に残った。 

◎内海先生の講義が興味深かった。大まかな地形は理解していたが、初めて知ることが多かった。 

◎港南区に関する講義を聞き、区への愛着が少し深くなった。 

◎区画整理、民間開発で住民の年齢層の違い、高齢者の分布が違うことがなるほどなと思った。 

◎近隣地域の方と顔見知りになれてよかった。 

◎地図を見ながら話が出来た。自分の住んでいる所の地図をこんなに見たことは今までなかった。 

◎まち歩きに向けてのグループワークで地域の多くの立ち寄りポイントがわかり面白かった。 

◎グループでの打ち合わせの際地域の方の熱心な姿勢が印象深く、心強く感じた。 

◎わが町のいいところをあらためて考えるチャンスをいただけた。近いのに知らない名所があった。 

◎常日頃は地域のことばかりで頭の中が狭くなっていたが、他の地域の皆さんとの交流で心が安らいだ。 

 

満足 やや満足 やや不満 不満 

26 11 0 0 

70.3％ 29.7% 0% 0% 


